
  

科 目 
コード 

33126 
授業 
科目 

母性保健看護Ⅰ 
（Maternal Health Nursing Ⅰ） 

担
当
教
員 

○井上松代 知念久美子 
下中壽美 當間みゆき 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期  単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
（保健師課程・看護師課程） 

授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 15時間 

履 
修 
条 
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

母性の概念と母性看護の対象を理解し、女性のライフサイクル各期の身体的・心理社
会的特徴、及び健康増進に関する方法を学修する。また、母子保健に関する統計と行
政(疫学的動向と対策)、社会資源について学修する。特にマタニティサイクルにおけ
る妊娠期の身体的・心理社会的変化、健康生活を促進する援助方法を学修する。 

到達目標 
1.母性保健看護の目的、用いられる理論、母子保健統計・行政などについて説明できる 
2.正常な妊婦の身体的変化、心理社会的変化について説明できる  
3.正常な妊娠経過およびその過程にある人々の看護について説明できる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
(学習課題) 

担当者名 授業形態 

第 1回 
 
 
 
 
 

第 2 回 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 回 
 
 
 
 
 
 

第 4 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オリエンテーション、ポストテスト  
1. 母性看護学とは  
2. 母性看護学の基盤となる理論と概念  
3. 社会的・心理的特性からみた女性・男性  
4. 女性のライフサイクルの全体像 
 
母子保健統計と社会資源 

 1．母子や家族にかかわる統計の理解、母子保
健統計の理解 

 2．母子にかかわる法律と社会資源 
 3．周産期医療体制 
 ＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施（テ
キスト1 P52, P73, P82, 練習問題含む） 

 
1.性と生殖をめぐる倫理的課題とは  
2. ライフサイクルにおける性と生殖をめぐ

る健康支援(思春期、成熟期、更年期、老年期) 
 ＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施（テ
キスト1 P181, P209, P217, P226, 練習問題含
む） 
 
1. 生殖器の形態と機能（女性および男性の生

殖器 のライフサイクルにおける成長、発達、
変化）：テキスト1, テキスト４P8-19, P30-35  
2. 性周期と妊娠の成立、受精のメカニズム 

テキスト1, テキスト４P20-29  
3. 妊娠期の概観：妊娠期の看護の視点、妊娠

期の経過の全体像：テキスト2  
4. 妊娠とは：妊娠期間の定義、妊娠期の経

過：テキスト2  
＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施（テ

キスト1 P92, テキスト2 P28練習問題含む） 
 
 
 
 

 
テキスト1 
P2-7, P19-26, 
P113-123, 
P161-165 
 
 
テキスト1 
P33-83, 参考
文献「公衆衛 
生がみえる」ま
たは「国民衛生
の動向」がある
とよい 
 
テキスト1 
P125-136, 
P166-227 
 
 
 
 
テキスト1 
P105-109, 
P86-92, テキ
スト2 P2-28, 
テキスト3 
P2-37,テキス
ト４P8-35 
 
 
 
 
 
 
 

井 上 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

第 5 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 6 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 7 回 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 8 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 9 回 
 

 
妊娠に伴う生理的変化と胎児の健康状態に関

するアセスメントと援助 
1．妊婦・胎児へのアセスメントの視点 
2．胎児の発育に伴う母体の変化のアセスメン
ト 
3．胎児の健康状態のアセスメント 
4．妊娠に伴う生理的変化および不快症状のア
セスメント 

 ＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施 
 
ハイリスク妊婦への看護の実際 

1．ハイリスク妊婦への看護の視点 
2．切迫流・早産妊婦への看護の実際、妊娠悪
阻妊婦への看護の実際、妊娠高血圧症候群妊
婦への看護の実際、糖代謝異常妊婦への看護
の実際、胎盤位置異常妊婦への看護の実際、
多胎妊婦への看護の実際 

 ＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施(テ
キスト2 P133 練習問題含む） 
 
1. 親になること 
2. 家族とは 
3. 親になっていく過程のアセスメントと援助  
4. 妊婦のセルフケア能力を高めるための援助

（食生活、排泄、清潔、衣生活、活動と休息、  
性生活） 

 ＊講義前にプレテスト・ポストテスト実施(テ
キスト2P86-87, P108練習問題含む） 

 
1. 妊婦体験（①妊婦体験ジャケット着用）：
姿勢の変化、日常生活動作 

 2. 妊婦健康診査で妊娠経過のアセスメントに
必要な看護技術と検査 （②内診の援助、③
腹囲・子宮底測定、④レオポルド腹部触診、
胎児心音聴取、分娩監視装置装着 NST：ノ
ンストレステストの実施） ①～④での学び
の課題レポート（演習時間で記述）を授業
時間終了後に提出 

 ＊ユニフォーム着用 / A・Bクラス別に演習：
3階母性実習室および助産実習室で演習 

 
期末試験 

 
テキスト2 
P24-55, テキ
スト3 P24-69, 
テキスト4 
P176-194, 
P226-259 
 
 
 
 
テキスト2 
P110-134,  
テキスト3 
P88-153,   
テキスト4 
P272-273, 
278-282, 
286-305 
 
 
テキスト1 
P8-18, テキス
ト2 P64-109 
 
 
 
 
 
 
テキスト２
P36-43, 
P56-63, 
P78-81,   
テキスト4 
P242-249 

 
知 念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下 中 
 
 
 
 
 
 
 
 

當間及
び母性 
教員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 

演習 
 

 

テキスト 

1.斎藤いずみ他編 最新版. 母性看護学Ⅰ 概論・ライフサイクル生涯を通じた性と生殖
の健康を支える 改訂第２版 南江堂. 

2.大平光子他編. 母性看護学Ⅱマタニティサイクル母と子そして家族へのより良い看
護実践 改訂第２版 南江堂. 

3.医療情報科学研究所編：病気がみえるVol.10 産科，第４版 MEDIC MEDIA 
4.百枝幹雄他編(2019)看護学テキストNICE病態・治療編〔13〕産科婦人科疾患 南江堂 

参考文献 

・医療情報科学研究所編 最新版公衆衛生がみえる第4版 MEDIC MEDIA.  
・一般財団法人厚生労働統計協会編 最新版 国民衛生の動向(厚生の指標増刊).一般財
団厚生労働統計協会．  

・母子衛生研究会著 母子保健の主なる統計 最新版 母子保健事業団. 

他科目との
関連 

疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱと関連し、保健師課程における科目 3年前期の保健医療福祉制度 
及び地域保健看護Ⅲ、母性保健看護Ⅱ、母性保健看護実習に関連する。 
本科目は保健師課程、看護師課程の読み重ね科目である。 



 
成績評価 
の方法 

期末試験70%, プレテスト・ポストテスト30％ 

学習相談・ 
助言体制 

オフィスアワーは毎回の授業後30分程度、教室あるいは科目責任者の研究室で対応し
ます。講義内容に関するメールでの質問は受け付けません。シラバスの順番と実際の
講義の順番は異なります。授業形態の項目に講義番号をつけています。その番号順に 
進めていきます。 

学習指導 
方法の工夫 

多様なメディアの活用・対話型授業。講義の事前・事後学習によりテキスト等による
調べ学習を課題としている。 

授業改善の
特記事項 

テキスト中心に講義するため配布資料は最小限にしています。事前・事後の課題に取
り組んだことは、プレテスト・ポストテスト、期末試験で出題して学習の成果を科目の
評価に入れます。 

備 考 

・本科目は1コマ当たり最低90分の予習・復習が必要です。 
・毎回小テストを行います。学習範囲を確認して授業に臨んでください。 
・講義、演習中の写真撮影は禁止です（スマホ・デジカメ等） 
・期末試験の再試験は行いません。合格者（科目60点以上）は期末試験終了後に 
学籍番号を掲示します。 

・本科目は、看護師課程「母性看護学」及び保健師課程「個人・家族・集団・組織の
支援」「疫学」の内容を含む。 

 
 



 

科 目 

コード 
33127 

授業 

科目 

母性保健看護Ⅱ 
（Maternal Health NursingⅡ） 

担当 

教員 

○賀数いづみ 井上松代 

知念久美子 下中壽美 

未定（非常勤） 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 

専門関連科目 

 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
 正常からハイリスクまでの妊婦・産婦・褥婦及び新生児の身体的・心理社会的特徴と親子・

家族関係を理解し、看護実践に必要な基本的知識を学修する。 

到達目標 

1.正常分娩の臨床経過及び産婦に必要な援助が説明できる。 
2.正常な経過をたどる褥婦や新生児について理解し、必要な援助が説明できる。 
3.産婦・褥婦の心理社会的特徴について説明できる。 
4.ハイリスク妊産褥婦の病態・検査・診断・治療及び看護について説明できる。 
5.新生児に起こりやすい異常やハイリスク新生児の診断･治療及び看護について説明でき
る。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 担当者名 授業形態 

第 1回 

 

 

 

 

第 2 回 

 

 

 

 

第 3 回 

 

 

 

 

 

 第 4回 

 

 

 

第 5 回 

 

第 6 回 

 

 

 

第 7 回 

 

 

 

 分娩期の看護①  

・分娩期の概要 

 ・分娩とは 

 ・正常分娩の経過とアセスメント及び援助 

分娩期の看護② 

 ・分娩期の正常経過からの逸脱と看護 

 ・産科処置と産科手術 

 ・出生直後の新生児のアセスメントと援助 

 

産褥期の看護 ①                                     

 ・産褥期の概要 

・産褥期の経過 

・産褥期の身体状態のアセスメントと援助 

・親になっていく過程のアセスメント 

 

産褥期の看護 ② 

・母乳育児                               

 ・褥婦の正常経過からの逸脱と援助 

 

 新生児の生理 

 

新生児期の看護① 

・新生児とは 

・新生児の子宮外適応のアセスメントと援助 

・新生児の発達状況のアセスメントと援助 

新生児期の看護②                                

・新生児の健康問題と看護 

・新生児の事故防止と安全 

・新生児の看護過程（胎外生活適応過程）                           

1.第Ⅱ章

1.2.3、2.第 2

章、3.p228-261 

  

 

1． 第Ⅱ章 4.5 

2． 第 3章 

3． p366-382 
 

 

1．第Ⅲ章 

2．第 3章 

3．p366-371  

 

 

1．第Ⅲ章 

2．第 3章 

3．p383-394 

 

1．第Ⅴ章 

2．第 4章 

3．p396-399 

1． 第Ⅴ章 

p350-410  

2．第 4章 1 

3．p396-399 

1．第Ⅴ章 4,5 

2. 第 4 章 2 

3.p395-399 

4.第 3章‐4 

賀数 
 
 
 
 
 

當間 

 

 

 

下中 

 

 

 
下中 

 
 
 

未定（非
常勤） 

 
知 念 

 
 
 
 
〃 
 
 
 

講 義 

 

 

 

 

講 義 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

講 義 

 

 

講 義 

 

講 義 

 

 

 

講 義 

 

 



 
第 8回 

 

 

 

 

  第９回 

 

 

 

 

 

 

第 10 回 

 

 

 

 

第 11 回 

 

 

第 12 回 

 

 

第 13 回 

 

第 14 回 

 

第 15 回 

 

 

第 16 回 

 ハイリスク妊産褥婦① 

常位胎盤早期剥離､前置胎盤、    

  

 

 

 ハイリスク妊産褥婦② 

      妊娠高血圧症候群、妊娠糖尿病，異常分娩 

 

 

 

 

ハイリスク妊産褥婦③ 

   胎児機能不全、帝王切開術 

 

  

 

 ハイリスク新生児① 

  新生児合併症、分娩外傷、低出生体重児 

 

ハイリスク新生児② 

   先天異常・障害をもつ新生児、胎児機能不全 

 

 褥婦の看護過程① 

 

褥婦の看護過程② 

ハイリスク新生児の看護（周産期関連統計を含む） 

  

期末試験 

1.p128-130 

2,p201-217 

  P241-253 

3.p118-135 

 

1.p119-128 

 p230-235 

2.p127-149 

  p343-360 

3,p102-111 

  P200-205 

 

1. p181-182 

2. p337-347 

3. p296-303 

p363-364 

 

1.第Ⅴ章 

2.第 4章 2 

3.p396-399 

    

〃 

  

 

1.第Ⅲ章 

2.第 3章 

3.第 1-2 章、 

第 3章‐3 

1.第Ⅴ章 

2.第 4章 

3.p396－399 

 

未定（非

常勤） 

 

 

 

未定（非

常勤） 

 

 

未定（非常

勤） 

 

 

未定（非

常勤） 
 

 
未定（非
常勤） 

 
 

井上 
 
〃 

 
賀数 

講 義 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

講 義 

 

 

 

 

 

講 義 

 

 

講 義 

 

 

講 義 

 

講 義 

講 義 

 

テキスト 

1.大平光子他編 母性看護学Ⅱマタニティサイクル改訂第2版 南江堂  
2.佐世正勝/石村由利子：ウェルネスからみた母性看護＋病態関連図.医学書院  
3.医療情報科学研究所編集：病気がみえるVol.10 産科，MEDIC MEDIA 
4.太田操：ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程, 医歯薬出版 

参考文献 母性保健看護Ⅰ、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱで使用したテキスト、参考文献 

他科目との
関連 

母性保健看護Ⅰ、疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱをふまえて授業に臨むこと。   

母性保健看護演習及び母性保健看護実習に関連する。  

 
成績評価 
の方法 

筆記試験70％、ミニテスト30％ 

 

学習相談・
 助言体制 

オフィスアワーは、毎回の授業後30分程度、教室または担当者の研究室で対応する。また毎

回の授業終了時に理解できなかった事項、疑問等質問を受け、次回授業で補足説明する。 

授業改善の
特記事項 

 学生の理解が深められるよう視聴覚教材・模型を活用する。 

備 考 

 次回授業のテキスト箇所および資料内容を読み、予習、復習を行うこと。 

 母性保健看護演習とのつながりを意識して講義に臨むこと。 

 テキストは最新版を使用します。提示の頁は変更の可能性があります。 

 講義・演習中の写真撮影は禁止する（スマホ等携帯電話、デジカメ）。 

 



科 目 

コード 
33128 

授業 

科目 

母性保健看護演習 

（Maternal Health Nursing Seminar） 

担当 

教員 

○知念久美子賀数いづみ 

井上松代 下中壽美  

當間みゆき 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数  1単位 科目 

分類 

専門関連科目 

 

授業 

形態 
演 習 

選択必修 必 修 時間数 30時間 

履

修

条

件 

前提科目  生活援助・療養援助技術実習 母性保健看護Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 

 母性保健看護Ⅰ及びⅡをふまえ、妊婦・産婦・褥婦及び新生児をケアするために必要な看護 

の基本的技術、倫理的態度を学修する。また、ウェルネス（健康の保持・増進）の視点で母

子と家族を支援する方法を学修する。 

到達目標 

1.模擬事例を通して、正常な産婦・褥婦・新生児の経過からウェルネスの視点で看護計画が

立案できる。 

2.妊婦・産婦・褥婦・新生児に必要な基本的な母性看護技術を習得する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 

（学習課題） 
担当者名 

授業 

形態 

第 1回 

 

 

第 2回 

第 3 回 

第 4～6 回 

 

 

 

 

 

第 7回 

第 8 回 

第 9 回 

 

 

 

第 10 回 

第 11 回 

第 12 回 

第 13 回 

 

第 14回 

第 15 回 

妊娠期の看護：妊娠経過のアセスメントと必要な看護

技術（腹囲・子宮底測定、レオポルド触診、NST 等） 

 

分娩期の看護：分娩の進行に合わせた産婦の援助 

看護過程 ①褥婦の計画発表とディスカッション 

産褥期の看護： 

①褥婦の全身状態（特に生殖器の復古状態）の観察

とアセスメント 

（シミュレーションおよびディスカッション） 

②母乳育児支援（乳房の観察・授乳姿勢等） 

（シミュレーションおよびディスカッション） 

帝王切開術後の看護 

看護過程② 新生児：計画発表とディスカッション 

新生児の看護： 

・新生児のバイタルサイン測定と計測 

 ・新生児の清潔と保温：沐浴・臍処置 

看護過程 ③計画の実施・評価・報告 

保健指導 ①褥婦：発表とディスカッション 

保健指導 ②新生児：発表とディスカッション 

 技術試験 1: 「褥婦の全身状態（特に生殖器の復古

状態）の観察」と「母乳育児支援」 

技術試験のふり返り 

技術試験 2：沐浴 

該当するテキ
ストを全て読
み復習してお
くこと 

 

知念 

 

 

當間 他  

井上  

知念、賀数 

井上、下中 

當間 他 

 

 

知念 

〃 

知念、賀数 

 井上、下中 

 當間、他 

 下中 他 

下中 

   當間 

 知念 賀数 

 井上 下中 

 當間 他 

演 習 



テキスト 

1.大平光子他編：母性看護学Ⅱマタニティサイクル改訂版第2版 南江堂 
2.佐世正勝/石村由利子：ウェルネスからみた母性看護＋病態関連図, 医学書院.        

3.医療情報科学研究所編集：病気がみえるVol.10 産科，MEDIC MEDIA.           

4.太田操：ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程, 医歯薬出版 
                   

参考文献 

・小林康江・中込さと子・荒木奈緒（編集)：ナーシンググラフィカ 母性看護学② 母性看護

の実践, メディカ出版.  

・荒木奈緒・中込さと子・小林康江（編集）：ナーシンググラフィカ 母性看護学③ 母性看護

技術, メディカ出版.   

・前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅰ, 中央法規.  

・前原 澄子（編集）：新看護観察のキーポイントシリーズ 母性Ⅱ, 中央法規.  

・有森 直子 編著：母性看護学Ⅰ 概論, 医歯薬出版． 

・有森 直子 編著：母性看護学Ⅱ周産期各論 医歯薬出版. 

・平澤美恵子/村上睦子 監修、写真でわかる母性看護技術インターメディカ 

・櫛引美代子著、カラー写真で学ぶ新生児の観察と看護技術 第 3版 医歯薬出版株式会社 

・石村由利子編集 根拠と事故防止からみた母性看護技術 第 3版 医学書院 

他科目との

関連 

 

母性保健看護Ⅱの講義で得た知識をもとに、看護過程の展開、保健指導、看護技術を習得す

るための学習を行なう。本科目は母性保健看護実習の前提科目である。 

 

成績評価の

方法 

演習への参加度（発言・提出物・他）10%、保健指導（褥婦10、新生児10)20%、 

技術試験(試験1：30、試験2：20）50% 、看護計画立案（褥婦10、新生児10)20%とし、総合

的に評価する。ただし、技術試験1は6割以上、技術試験2は安全かつ7割以上の場合を合格と

する。不合格者は再度、技術試験を受ける。 

学習相談・ 

助言体制 

 毎回の演習終了後に質問を受ける時間を設ける。 

 講義時間外でも技術練習ができるよう実習室を開放する。指導が必要な場合に教員と連絡

がとれるよう担当教員の指導可能時間と連絡先を提示する。 

学習指導法

の工夫 

 その他：参加型学習 

 履修生全員が事前課題(看護過程,保健指導用パンフレット)を基にディスカッションを行

う。 

 シミュレーションや模擬体験(授乳・抱っこ、沐浴など)を取り入れ、実践に近い演習を行う。 

授業改善の

特記事項 

小人数制（実習グループ単位）の指導を行う。 

臨床で多く遭遇する場面や事例を選定するなど状況設定等を工夫し、演習と実践が結びつ 

くように促す。 

学生の主体的参加を促すためにディスカッションを行いながら演習を進める。 

備 考 

・看護過程（褥婦、新生児）の課題は、発表・ディスカッション終了後の指定された日まで

に提出する。 

・保健指導（褥婦、新生児）用のパンフレットは、発表・ディスカッションをふまえてグル

ープメンバーで追加・修正を行う。修正版を実習初日に実習担当教員へ提出する。 

 



 

科 目 

コード 
33134 

授業 

科目 

母性保健看護実習 

(Maternal Health Nursing Practicum) 

担当 

教員 

○ 井上松代,賀数いづみ 

知念久美子、下中壽美 

當間みゆき 他 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 

分類 
専門関連科目 

授業 

形態 
実 習 

選択必修 必 修 時間数 90時間 

履

修

条

件 

前提科目  母性保健看護演習 

その他 

麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が

完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11月以降の実習においては

インフルエンザの予防接種を終了していることも条件として追加される。 

授業概要 

保健医療機関での実習を通して、正常からハイリスクまでの妊婦・産婦・褥婦・新生児の

身体的・心理社会的特徴と親子・家族関係を理解し、看護実践に必要な基本的知識・技術・

倫理的態度を学修する。ウエルネス（健康の保持・増進）の視点で、母子と家族を支援す

る支援方法、他職種との連携及び社会資源の活用を学修する。 

到達目標 

１．対象とその家族の人格を尊重した関わりができる。 

２．褥婦の身体的・心理的・社会的特徴をふまえ、看護計画の立案・実践・評価ができる。 

３．新生児の胎外生活適応過程をふまえ、看護計画の立案・実践・評価ができる。 

４．妊婦・産婦・褥婦・新生児に必要な看護を説明できる。 

５．子どもの誕生に伴う家族役割の変化を理解し、新たな親子・家族関係形成に必要な看護

について説明できる。 

６．正常から逸脱した新生児とその家族に必要な看護について説明できる。 

７．母子保健医療チームにおける看護師の役割を説明することができる。 

８．実践したことを振り返り、自己の学習課題を明確にすることができる。 

 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

  

10日間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.実習内容 

 ・妊婦を受け持ち、妊娠期に必要な看護技術を実践する。 

 ・褥婦および新生児を 1組受け持ち、看護過程を展開する。 

・正常新生児の観察と計測、清潔の援助、哺乳の介助を実践する。 

・正常新生児の形態学的・生理的特徴と胎外生活適応について学ぶ。 

・機会があれば、褥婦・新生児の退院後の健診（１ヵ月健診・母乳外来・退

院後 1週間健診など）を見学し、退院後の日常生活、身体的・心理・社会

的変化を評価する。 

・低出生体重児・ハイリスク新生児の看護を学ぶ 

（機会があれば NICU 見学実習)。 

  ・分娩見学の機会があれば見学を行い、産婦や出生直後の新生児に必要な看

護を学ぶ。 

  ・機会があれば、ハイリスク妊婦の看護を学ぶ。 
 

2.実習方法 

 1)実習期間：10日間(月曜日～金曜日)、祝日を除く 

2)実習時間：8：00～16：00 

3)実習施設：沖縄県立中部病院、沖縄県立南部医療センター・こども医療

センター、その他県内医療機関 

 4)実習の進め方 

（１）実習初日に行われる実習科目担当教員および実習施設職員のオリエンテ

ーションに主体的に参加する。 

（２）母子１組を受け持ち、看護過程を展開する。 

①記録物や観察で得た情報をアセスメントし、看護計画を立案、実践、評価

する。 

 

井上 

 

賀数 

 

知念 

 

下中 

 

當間 

 

他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

②必要な保健指導を１つ行う。 

③院内で実施される集団保健指導を見学する。 

（３）新生児室で次の看護を実践する。 

・観察と計測 ・清潔の援助 ・授乳 

（４）機会があれば、ハイリスク新生児への治療・検査・ケアなどを見学する

（NICU 見学実習)。 

（５）機会があれば、ハイリスク妊婦を受け持ち、治療・検査・ケアなどを見学

（一部指導者と実施）する。 

（６）機会があれば、褥婦・新生児の退院後の健診（１ヵ月健診・母乳外来・退

院後 1週間健診など）をする。 

（７）実習中は毎日ケースカンファレンスを行い、学生間の学びを共有する。 

（８）実習最終日は学内でカンファレンスを行い、個々の学びを共有する。 

（９）看護実践の振り返りをとおして自己の課題を明確にする。 

（10）実習記録 

①所定の記録を完成させ、期日までに提出する。 

②実習レポート「妊婦・産婦・褥婦・新生児（ハイリスク児含む）に必要な

看護について考えたこと」を提出する。 

 

テキスト 
実習の手引き  

母性保健看護Ⅰ、母性保健看護Ⅱ、母性保健看護演習で使用したテキスト 

参考文献 母性保健看護Ⅰ、母性保健看護Ⅱ、母性保健看護演習で使用した参考文献 

他科目との

関連 

母性保健看護Ⅰ､疾病論Ⅰ、疾病論Ⅱ､母性保健看護Ⅱ､母性保健看護演習と関連する。 

 

成績評価の

方法 実習の評価は、別途定める（詳細は実習の手引きに掲載）実習評価基準に準じて評価する。 

学習相談・

助言体制 

母性保健看護演習で作成した看護計画及び保健指導パンフレットの実習中の活用方法 

について、具体的に助言・指導する。困ったことや難しいことについての学生からの相談・

連絡は実習時間内に受けて早めに対応する。また、実習中も基本的看護技術（沐浴など） 

の練習が実施できるよう、大学の実習室を開放しておく。 

学習指導法

の工夫 少人数授業 

授業改善の

特記事項 

実習の手引きに提示している実習の評価について実習に出る前に母性保健看護演習の中

で説明する。それにより、早めに実習をイメージして、実習で何をどこまで学習するのかを

確認してもらい、「実習でなにをしていいかわからない」ことがないよう課題を明確にする。 

実習施設毎の特徴・場所が異なることや、学生間での実習での経験が異なるため（例：分娩

見学できた学生とそうでない学生など）、実習最終日に学内報告会（カンファレンス）を行

い、学生間の学びを共有できるようにする。 

備 考 

・事前学習を実習初日に提出する。 

・既習の妊娠期に必要な看護技術（腹囲・子宮底計測、レオポルド触診、NST等）および産

褥期に必要な基本看護技術（バイタルサイン測定、退行性変化・進行性変化の観察技法

等）、新生児の基本看護技術（沐浴・新生児のバイタルサイン測定､計測等）を十分に練

習して実習に臨むこと。 

 



科 目 
コード 

32126 
授業 
科目 

小児保健看護Ⅰ 
（Child Health NursingⅠ） 

担当 
教員 

○上原和代  鈴木ミナ子 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 
科目 
分類 

専門関連科目 
(保健師課程・看護師課程） 

授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
家族と生活する子どもの成長･発達の促進、健康の維持増進、子どもの安全に関する方
法や看護の役割について学修する。小児期における疫学的動向と対策を概観する。 

到達目標 

 1．小児保健看護において重要な概念と看護師の役割を説明できる。 
 2．国内外の小児保健医療の動向、法律、保健医療サービスを説明できる。 
 3．子どもの基本的生活習慣の獲得過程について説明できる。 
 4．子どもの健康な成長発達を促すために必要な日常生活の援助方法について説明 

できる。 
 5．子どもの健康障害やそのリスクを早期に発見するための評価方法について説明 

できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1 回 
 
 
 
 
 
 

第 2 回 
 
 
 

第 3 回 
 
 
 
 
 
 

 
第 4 回 

 
 
 
 

 
 

第 5 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オリエンテーション、小テスト 
小児看護で用いられる概念（小児看護とは、小児看
護の歴史と意義、子どもの権利と看護） 
小児看護と法律・施策・諸統計（子どもと家族を取
り巻く社会環境と諸統計、母子保健施策、小児に関
する法律） 
 
小児看護で用いられる理論、世界の子どもの健康 
小テスト 
 

 
子どもの成長・発達と看護① 
（成長・発達の原則、成長・発達に影響する要因、 
発育の評価、発達の評価、予防接種） 
小テスト 
 
 
 

 
子どもの成長・発達と看護② 
（形態的成長・発達の特徴、機能的発達の特徴） 
子どものヘルスアセスメント 
小テスト 
 
 

 
乳幼児期の基本的生活習慣の獲得過程と援助① 
栄養と食習慣   
小テスト 
 
 
 
 
 
 
 

事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.12-32、
33-57 
 
 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.57-74 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.76-77、
166-176、83- 
84、107-112、
143、テキスト
2.pp.237-243 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.77-89、
99-102、テキス
ト2.pp.14-18、
204-218 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.89-91、
108、112-113、 
114-119、129- 
131、テキスト 
2.pp.58-70. 
 
 
 

上 原 
 
 
 
 

 
 
〃 
 

 
 
〃 
 
 
 
 
 
 

 
〃 
 
 
 
 

 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
第 6 回 

 
 
 
 
 
 

 
 

第 7 回 
 
 
 
 
 

 
 
 

第 8 回 
 
 
 

 
 

第 9 回 

 
子どもの基本的生活習慣の獲得過程と援助② 
トイレ・トレーニングと排泄習慣、清潔と衣生活 
小テスト 
 
 
 

 
 
 
子どもの基本的生活習慣の獲得過程と援助③  
睡眠と活動、生活リズム、遊びと学習、不慮の事故
と安全対策 
小テスト 
 
 
 

 
 
学童期・思春期にある子どもの成長・発達と看護 
（学校保健、特別支援教育、第二次性徴、肥満と痩 
せ、アイデンティティ、不登校、いじめ、喫煙と飲 
酒、性意識の変化と性の逸脱行動） 
小テスト 
 
期末テスト 

 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.92、113、 
119-123、125、 
126-127（表）、
テキスト 2. 
pp.94-104、
114-130. 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.91-92、 
104-106、114、 
123-124、
125-128（文
章）、テキスト
2.pp.40-43. 
 
事前）小テス
ト：テキスト
1.pp.134-165 

 
〃 
 
 
 
 
 
 
 

 
〃 
 
 
 
 
 
 

 
 

鈴木 
 
 
 
 
 

上 原 
 

 

テキスト 

1． 中野綾美編集．(最新刊)．ナーシンググラフィカ小児看護学①小児の発達と看護． 
メディカ出版． 

2．中野綾美編集．(最新刊)．ナーシンググラフィカ小児看護学②小児看護技術． 
メディカ出版． 

参考文献 

・上田礼子．(2012)．生涯人間発達学 改訂第 2版増補版．三輪書店． 
・ユニセフ．(最新刊)．世界子供白書． 
・厚生統計協会．(最新刊)．厚生の指標 増刊．国民衛生の動向． 
・日本小児保健協会．(2009)．DENVERⅡデンバー発達判定法．日本小児医事出版社． 
・母子衛生研究会．(2020)．授乳・離乳の支援ガイド（2019 年改定版）実践の手引き． 
・小野田千枝子監修．(2001)．こどものフィジカルアセスメント．金原出版． 
・奈良間美保他編．(最新刊)．系統看護学講座 小児看護学①．医学書院． 

他科目との
関連 

1 年次後期開講の生涯人間発達論、生活援助・療養援助技術Ⅰで行った「子どもの日常
生活に関する援助技術」の復習をしておくと本科目が効果的に学習できます。さらに、
同時期開講のヘルスアセスメントで行う「子どものヘルスアセスメント」にて健康な
子どもの成長・発達の観察・アセスメント方法を演習し、小児保健看護実習の準備と
します。本科目は保健師課程・看護師課程の読み重ね科目です。 

成績評価 
の方法 

小テスト10％、ポートフォリオ10％、期末試験80％ 

学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワーは毎回の授業後30分程度、教室あるいは各回の講義担当者の研究室にて
対応します。 

学習指導法
の工夫 

その他 ：課題発見型学習 
履修生は科目に関連したテーマで開講期間中にポートフォリオを作成します。ポートフ
ォリオは学習者の学びのプロセスを見える化し、その能力を客観的に評価するツールで
す。本科目の予習・復習に活用すると共に、小児保健分野のテーマから自分の関心のあ
るものを一つ選び、「調べる」「活動する」「提案する」などの能動的な学習を進めま
しょう。第8回（最終回）にて小グループで発表・意見交換をします。 
状況により遠隔授業（同時双方向型、オンデマンド型、office365を利用した小テスト
の実施）となる場合があります。その際は、成績評価の方法を一部変更します。 



授業改善の
特記事項 

テキスト内容の補足資料を配付します。毎回の小テストにおいても不正行為があった場
合は履修規定第10条に準じて対処します。 

備 考 

・本科目は原則として1コマあたり最低90分ずつの予習と復習が必要です。 
・毎回小テストを行います。学習範囲を確認して授業に臨むこと。 
・本科目は原則として成績不良者への学期末試験の再試験は行いません。 
・本科目は、看護師課程「小児看護学」及び保健師課程「個人・家族・集団・組織の支
援」「疫学」の内容を含む。 

 



 

科 目 
コード 

32127 
授業 
科目 

小児保健看護Ⅱ 
(Child Health Nursing Ⅱ) 

担当 
教員 

○上原和代 鈴木ミナ子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
子どもに特有な健康障害を中心に、病態生理や症状、診断、治療などをふまえ、病院、家
庭、学校、地域などにおいて様々な健康レベルや状況（災害を含む）にある子どもへの看
護に必要な基礎的知識や倫理的態度を学修する。 

到達目標 

1．病気や入院が子どもと家族に与える影響と看護について説明できる。 
2．子どもの権利を擁護し発達を支援する看護について説明できる。 
3．健康障害のある子どもと家族に対し、病態生理を踏まえ疾病の経過別、症状別、治療

処置別、及びさまざまな状況における看護の方法について説明できる。 
4．健康障害のある子どもと家族に対し、入院、外来、在宅の場における看護の方法につ

いて説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
(学習課題) 

担当者名 授業形態 

第 1回 
 
 
 

第 2 回 
 
 
 

第 3 回 
 
 
 

第 4 回 
 
 
 
 

第 5 回 
 
 
 

第 6 回 
 
 
 
 

第 7 回 
 
 
 
 

第 8 回 
 
 
 

第 9 回 
 
 

オリエンテーション 
健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響と看護 
小テストまたはワーク 
 
外来における子どもと家族への看護、環境を調整する
技術、在宅における子どもと家族への看護 
小テストまたはワーク 
 
急性期にある子どもと家族への看護① 
検査や処置を受ける子どもと家族への看護① 
小テストまたはワーク 
 
急性期にある子どもと家族への看護② 
検査や処置を受ける子どもと家族への看護② 
小テストまたはワーク 
 
 
急性期にある子どもと家族への看護③ 
検査や処置を受ける子どもと家族への看護③ 
小テストまたはワーク 
 
急性期にある子どもと家族への看護④ 
検査や処置を受ける子どもと家族への看護④ 
小テストまたはワーク 
 
 
急性期にある子どもと家族への看護⑤ 
検査や処置を受ける子どもと家族への看護⑤ 
小テストまたはワーク 
 
 
手術を受ける子どもと家族への看護① 
小テストまたはワーク 
 
 
手術を受ける子どもと家族への看護② 
小テストまたはワーク 
 

テキスト 1. 
pp.178-195、
68-72 
 
テキスト 1. 
pp.270-276、276 
-287. 
2.pp.28-55. 
テキスト 1. 
pp.217-220、202- 
204. 
 
テキスト 1. 
pp.213-217、 
408-409. 
2.pp.170-180. 
3.pp.179-181. 
テキスト 1. 
pp.199-202. 
2.pp.160-162. 
 
テキスト 1. 
pp.195-199、411. 
2.pp.204-218、
150-155. 
3.pp.91-98. 
テキスト 1. 
pp.249-259. 
2.pp.232-234. 
3.pp.86-87. 
 
テキスト 1. 
pp.259-270. 
3.pp.99-108. 
 
テキスト 1. 
pp.259-270 
 

上 原 
 
 
 
〃 
 
 
 

未定 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
〃 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 

鈴 木 
 
 
 
〃 
 
 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
第 10回 

 
 
 

第 11 回 
 
 
 
 

第 12 回 
 
 
 

第 13 回 
 
 
 

第 14 回 
 
 
 

第 15 回 
 
 
 

第 16 回 

慢性期にある子どもと家族への看護① 
小テストまたはワーク 
 
 
慢性期にある子どもと家族への看護② 
成人への移行期にある健康障害のある子どもと家族
への看護 
小テストまたはワーク 
 
終末期にある子どもと家族への看護 
痛みのある子どもと家族への看護 
小テストまたはワーク 
 
心身障害のある子どもと家族への看護 
先天的な健康問題のある子どもと家族への看護 
小テストまたはワーク 
 
被虐待児と家族への看護 
災害を受けた子どもと家族への看護 
小テストまたはワーク 
 
子どもと援助関係を形成する技術 
発達障害のある子どもと家族への看護 
小テストまたはワーク 
 
期末試験 

テキスト 1. 
pp.221-233. 
3.pp.154-157. 
 
テキスト 1. 
pp.221-233、379- 
384. 
3.pp.331-332. 
 
テキスト 1. 
pp.234-248、357- 
369 
 
テキスト 1. 
pp.331-343、343- 
357. 
 
テキスト 1. 
pp.287-296、297- 
305 
3.pp.195-196. 
テキスト 2. 
pp.14-26 ．
3.pp.196-201． 

上 原 
 
 
 

ゲスト 
上 原 

 
 
 

ゲスト 
上 原 

 
 

上 原 
 
 
 
〃 
 
 
 
 

鈴 木 

 
 
 
 
 

テキスト 

1． 中野綾美、編集．(最新刊)．ナーシンググラフィカ小児看護学①小児の発達と看護．
メディカ出版． 

2．中野綾美、編集．(最新刊)．ナーシンググラフィカ小児看護学②小児看護技術．   
メディカ出版． 

3．真部淳、松藤凡、小林京子、編集．(最新刊). 看護学テキスト NICE 病態・治療論［14］  
小児疾患． 南江堂． 
毎回、テキストを講義に持参すること 

参考文献 

・奈良間美保、編集．(2020)．系統看護学講座 小児看護学１、2、医学書院． 
・浅野みどり、編集．(2016)．根拠と事故防止からみた 小児看護技術 第 2版、医学書院． 
・上田礼子．(2012)．生涯人間発達学 改訂第 2版増補版、三輪書店． 
その他、随時提示する。 

他科目との
関連 

生活援助・療養援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生涯人間発達論、ヘルスアセスメント、小児保健看護 
Ⅰ、疾病論Ⅱなど、既習科目を統合し、健康障害のある子どもと家族への看護を学習し、
3年次後期に開講される小児保健看護実習の準備とする。 

成績評価 
の方法 

小テスト・ワーク20％、期末試験80％ 

学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワーは講義週の金曜日13時～14時またはメールにて科目責任者あるいは各回
の担当者が各研究室にて対応します。 

学習指導法
の工夫 

その他：臨床小児看護に関連する専門家を非常勤講師、ゲストスピーカーとして招聘しま 
す。 

授業改善の
特記事項 

期末試験の出題範囲を初回授業にて提示します。授業で取り扱わない疾患も含め、期末
試験に出題されるので、自己学習をおすすめします。なお、毎回の事前テストにおいて
も不正行為があった場合は履修規定第10条に準じて対処します。 

備 考 
・本科目は原則として1コマあたり最低90分ずつの予習と復習が必要です。 
・毎回小テストを行います。学習範囲を確認して授業に臨むこと。 
・本科目は原則として成績不良者への学期末試験の再試験は行いません。 

 



 

科 目 
コード 

32128 
授業 
科目 

小児保健看護演習 
（Child Health Nursing Seminar) 

担当 
教員 

○未定 上原和代   
 鈴木ミナ子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
（看） 

授業 
形態 

演 習 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目 生活援助・療養援助実習 小児保健看護Ⅱ 

その他 なし 

授業概要 
子どもの健康レベルや成長・発達をふまえ、子どもやその家族を支援するために必要
な看護技術や看護の展開方法などについて主に模擬事例を通して学修する。 

到達目標 

1．小児看護で遭遇することの多い疾患に罹患した子どもの模擬事例について、発達段
階や病態・治療を踏まえた関連図を作成し、看護計画を立案することができる。 

2．臨床現場を模擬的に再現した環境で、子どもや家族とのコミュニケーション、子ど
もの状態に応じた観察および対応ができる。 

3．発達段階と健康障害、安全・安楽を考慮した看護技術をモデルに対して実施するこ
とができる。  

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回 
 
 

第 3・4 回 
 
 

第 5 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 6 回 
 
 

演習オリエンテーション 
ミニテスト①（事前学習について） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看護過程①（ネフローゼ症候群に罹患した 
子どもの事例） 
 
看護技術①（子どもへのかかわり方） 
 
 
看護技術②（バイタルサイン測定（看護技術
チェック①を含む）、呼吸器のフィジカルア
セスメント） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看護技術③（吸入、口腔・鼻腔吸引） 
 
 

テキスト 3.pp.207- 
210,270-272,282- 
285,297-299 
●ネフローゼ症候
群、川崎病、感染性
胃腸炎（特にウイル
ス性胃腸炎）、気管
支喘息について、病
態、症状、検査・治
療、看護について上
記テキストを含め
調べ学習を行って
おくこと 
 
テキスト 3.pp.282- 
285 
 
テキスト 2.pp.14- 
27 
 
テキスト 2.pp.204- 
218 
●ヘルスアセスメ
ントで学習した呼
吸器のフィジカル
アセスメントにつ
いて復習しておく
こと 
●バイタルサイン
の測定（心拍数・呼
吸回数の聴診によ
る測定）の技術チェ
ックを行います 
 
テキスト 2.pp.134- 
137,141-142 
●教員のデモンス

未定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未定 
 
 

鈴木 
 
 

未定・上原 
鈴木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 

演 習 



 
 
 
 
 

第 7 回 
 
 

第 8 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 9 回 
 
 

第 10 回 
 
 

第 11 回 
 
 

第 12 回 
 
 

第 13 回 
 
 
 
 

第 14・15 回 
 
 

 
 
 
 
看護過程②（感染性胃腸炎に罹患した子ども
の事例） 
 
シミュレーション学習①（入院する子どもの
観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
看護過程③（川崎病に罹患した子どもの 
事例） 
 
看護技術④（小児の一次救命処置） 
 
 
シミュレーション学習②（子どもの状態に合
わせた対応） 
 
看護過程④（気管支喘息に罹患した子どもの
事例） 
 
看護過程⑤（看護目標の設定、看護計画の立
案） 
 
 
 
ミニテスト② 
看護技術チェック②（吸入） 
レポート記述（疾患や治療に関するアセスメ
ント）A4 用紙 1枚程度 
※レポートを作成するためのパソコンを持
参してください 
 
 
 
 
 

 

トレーション動画
を閲覧しておくこ
と 
 
テキスト 3.pp.297- 
299 
 
テキスト 1.pp.195- 
202,206-212,411 
テキスト 3.pp.297- 
299 
●事後課題：シミュ
レーション学習で
実施者が観察した
こと、実施したこと
について SOAP 形式
で記載し提出する
（A4の指定様式 1
枚以内） 
 
テキスト 3.pp.207- 
210 
 
テキスト 2.pp.170- 
180,190-194 
 
テキスト 3.pp.270- 
272 
 
テキスト 3.pp.207- 
210 
 
テキスト 1.pp.204- 
206 
テキスト 3.pp.207- 
210 
 
●ミニテスト（出題
範囲）：事前学習・
演習で行った内容
全て 
●技術チェック：子
どもへの吸入につ
いて、チェックリス
ト・テキスト等を参
考に練習を行って
おくこと 
●レポート：看護過
程演習で作成した
関連図を復習して
おくこと 

 
 
 
 
〃 
 
 

未定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未定・上原 
鈴木 
 
〃 
 
 

未定 
 
 

未定・上原 
鈴木 
 
〃 
 
 
 
 
〃 

テキスト 

1．中野綾美編.（2019）.ナーシング･グラフィカ小児看護学① 小児の発達と看護第 6
版.メディカ出版. 

2．中野綾美編.（2019）.ナーシング･グラフィカ小児看護学② 小児看護技術 第 4版.
メディカ出版. 

3．真部淳、松藤凡、小林京子編.（2019）.看護テキスト NiCE 病態･治療論（14）小
児疾患.南光堂. 



 

参考文献 

・奈良間美保.（2015）.系統看護学講座専門分野Ⅱ 小児看護学 2 小児臨床看護各論 第
13 版.医学書院. 

・今野美紀、二宮啓子編.（2022）.看護学テキスト NiCE 小児看護学Ⅰ 小児看護学概
論・小児看護技術 改定第 4版.南江堂. 

・今野美紀、二宮啓子編.（2022）.看護学テキスト NiCE 小児看護学Ⅱ 小児看護支援
論 子どもと家族の主体性を支える 改定第 4版.南江堂. 

・浅野みどり、杉浦太一、山田知子編.（2017）.発達段階からみた 小児看護過程＋病
態関連図 第 3版.医学書院. 

・浅野みどり編.（2020）.根拠と事故防止からみた 小児看護技術 第 3版.医学書院. 
・その他、演習で取り上げる疾患についてのガイドライン等 

他科目との
関連 

小児保健看護実習で必要となる基本的な看護技術および看護過程の展開方法について
学習します。 

成績評価 
の方法 

演習への参加状況35%、ミニテスト20%、看護技術チェック10%、提出課題15％、グル
ープ学習の成果10％、学生間のピア評価10％とし総合的に評価します。 
看護技術チェック、筆記試験の成績は6割以上を合格とし、不合格者は小児保健看護
実習に向けて補習を行います。 

学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワーは各演習日の最終授業後に、科目責任者の研究室にて対応します。 

学習指導法
の工夫 

多様なメディアの活用：小児看護技術の自己学習教材としてWeb上で閲覧できるオリ
ジナルの動画を作成しました。また、Web上で利用できるホワイトボード等も利用し
演習を行います。 
その他：シミュレーション学習を取り入れています。 

授業改善の
特記事項 

臨床で遭遇することの多い疾患の観察についてのシミュレーション学習を新たに取
り入れました。 

備 考 
・この科目は小児保健看護実習の前提科目です。 
・ミニテスト、レポート等で不正行為があった場合は沖縄県立看護大学履修規程第10

条に準じて対処します。 

 



 

科 目 
コード 

32134 
授業 
科目 

小児保健看護実習 
(Child Health Nursing Practicum) 

担当 
教員 

○上原和代 鈴木ミナ子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

実 習 
選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目 小児保健看護演習 

その他 
麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種
が完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習におい
てはインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 

健康障害のある子どもやその家族と援助的関係を築き、ケアの対象と彼らを取り巻く
環境を理解する。ケアチームの一員として子どもの健康レベルやＱＯＬを高め、成長・
発達を支援する看護を根拠に基づいて安全に実践するための基本的知識・技術及び倫
理的態度を、主に医療・福祉施設での実習を通して学修する。 

到達目標 

1.看護実習生として責任を自覚した行動ができる。 
2.臨床現場で起こる出来事や自己の実践を振り返ることで倫理的感受性を高め、子ども 
と家族の権利を尊重した関わりができる。 

3.健康障害のある子どもの症状と発達段階に応じたコミュニケーション技術を用い、看
護者として、子どもとその家族と適切な関係を築くことができる。 

4.健康障害のある子どもの身体的、心理的、社会的、成長・発達の各側面について情報 
収集できる。 

5.収集した情報をアセスメントし、注目点を抽出して看護目標を設定することができる。 
6.子どもの症状と発達段階を考慮し、安全・安楽に留意した看護を計画、実施、評価で

きる。 
7.子どもと家族に関係する保健・医療・福祉・教育等の専門職者との連携を説明できる。 
8.実践したことを振り返り、自己の課題を見出し記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

10 日間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．実習内容 
原則として学生 1名で入院中の子ども 1名を受け持ち、看護過程を展開する。 
2．実習方法 
 1）実習時期：3年次 後期 
 2）実習期間：2週間（月曜日～金曜日）、祝日除く 
 3）実習時間：8:00～16:00（病棟の勤務時間に応じて調整することがある） 
 4）実習場所： 
 (1)沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 4 階小児病棟、 

5 階小児病棟 
 (2）那覇市立病院 3 階東病棟 
 (3）沖縄南部療育医療センター １病棟、２病棟 
 5）実習の進め方 
(1) 学生は実習開始までに事前に提示された課題に取り組む。 

（2）受け持ちの子どもと家族の状況に合わせてコミュニケーションをとり 
フィジカルアセスメントの技法を用いてケア提供に必要な情報を収集
する。 

（3）健康障害を含む身体的側面に加え、心理、社会、成長・発達の各側面に
ついて、入院・治療に関連した子どもと家族への影響をアセスメントす
る。 

（4）アセスメントをもとに看護上の注目点を抽出する。注目点に対する看護
目標を設定し、看護計画を立案、実践する。 

（5）実践した看護計画の結果を日々評価する。必要に応じて看護計画を追加、 
修正する。 

（6）実習期間中、子どもと家族の権利に関して印象に残った場面を所定の様
式に記録する。場面に含まれる倫理的な課題や様々な価値観に気づき、
自身の看護実践に生かすことを目的にカンファレンスを行う。 

（7）実習を通して気づいた子どもと家族に関わる専門職者間の連携を記述 
する。 

（8）学生は自身の看護実践を振り返り自己の課題を見つけ、改善策を提案 
   する。 

 
 
上 原 

 
鈴 木 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

（9）学生は所定の実習記録を完成させ、期日までに提出する。 
（10）その他、カンファレンス、報告会等を適時に開催する。 

 
   

テキスト  実習の手引き 

参考文献  小児保健看護Ⅰ、Ⅱで使用したテキスト、講義資料、その他随時紹介。 

他科目との
関連 

生涯人間発達論、生活援助・療養生活援助技術Ⅰ、ヘルスアセスメント、疾病論Ⅱ、小
児保健看護Ⅰ、小児保健看護Ⅱ、小児保健看護演習など既習の知識および技術を活用し
ます。 

成績評価 
の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に基づく評価（90%）に加え、実習生の意欲・
態度・技能・表現について実習担当教員が評価（10%）します。実習の評価には全体オ
リエンテーションの参加状況も含まれます。連絡のない遅刻、欠席、早退、実習記録の
未提出、その他、倫理的に問題があると思われる状況については大幅な減点となる場合
があります。小児保健看護演習（前提科目）の単位が認められない場合、本実習は履修
しなかったものとします。 

学習相談・ 
学習体制 

原則として実習グループ毎に実習指導教員を配置し指導します。実習上の疑問点や困っ
たことについては施設の実習指導者、教員へ積極的に相談し疑問を解決してください。 

学習指導法
の工夫 

少人数授業 

授業改善の
特記事項 

実習中に実施が予想される子どもへの看護技術については小児保健看護演習で技術指
導を行います。また、インシデント防止策として実習の手引きを用い、実習期間中に学
生の実施が許可される技術項目とその範囲について実習グループ毎に確認します。な
お、県内および実習施設の新型コロナウイルス感染拡大状況によっては学内実習となる
場合があります 

備 考 
実習に臨むにあたり、子どもの発達段階の特徴、実習で出会うことの多い疾患の病態・
治療、看護について実習の手引きに示した事前学習範囲に沿って学習すること。また、
既習の子どものヘルスアセスメントの技術及び基礎看護技術を十分復習しておくこと。 

 



 

科 目 
コード 

34124 
授業 
科目 

成人保健看護Ⅰ 
(Adult Health NursingⅠ) 

担当 
教員 

○山本敬子 赤嶺伊都子       

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
(保健師課程・看護師課程) 

授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
成人期にある人の生活と生活環境を理解し、健康の保持増進・疾病予防のための保健管理 
及び保健活動における看護の役割と機能、成人期における健康状態の疫学的動向と対策を 
学修する。また、健康レベルに応じたＱＯＬを維持・高めるための看護を学修する。 

到達目標 

1.成人期にある対象の特徴について述べることができる。 
2.成人期にある対象の生活と生活習慣に関連する健康問題について述べることができる。 
3.成人期にある対象のヘルスプロモーションと健康教育について述べることができる。 
4.成人期にある対象を対象とした看護に必要な中範囲理論について述べることができる。 
5.成人期にある対象の健康レベルに応じた看護過程について述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 
 

 
 
 

第2回 
 

 
第3回 

 
 

第4回 
第5回 

 
 
 

第6回 
 
 

第7回 
 
 
 

第8回 
 
 

第9回 

成人看護学における対象の理解 
 
 
 
 
健康レベルと看護の特徴 

 
 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 1 

 
 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 2 
ヘルスプロモーションと健康教育 1 
 
 
 
ヘルスプロモーションと健康教育 2 
 
 
成人期にある人，家族への看護援助に必要な中範囲理論 3 
 
 
 
成人期の特徴を捉えた看護過程 総括 
 
 
期末試験 

事前:p2-29， 
一読※テキス
ト１-3 を持参 
事後:講義内容 
の復習 
事前:p200-258 
事後:講義内容 
の復習 
事前:p124-159 
事後:講義内容 
を復習 
〃 
事前:p62-90, 
P200-208, 
事後:講義内容 
を復習 
事前:p91-112 
事後:講義内容 
を復習 
事前:p160-174 
p238-248 
事後:講義内容 
を復習 
事前：第７回目
講義で提示 
事後:講義内容 
を復習 

山 本 
 
 
 
 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 

赤 嶺 
 
 
 

山 本 
 
 
〃 
 
 
 
〃 
 

講 義 
 

テキスト 

1．林直子他．(2022)．成人看護学概論 改定第４版．南江堂 
2．リンダ J.カルペニート＝モイエ．(2018)．看護診断ハンドブック 第 11 版．医学書院 
3．Sue Moorhead 他．(2018)．看護成果分類(NOC) : 成果測定のための指標・測定尺度 

第６版．エルゼビア・ジャパン 

参考文献 
1．財団法人厚生労働統計協会．(2020)．国民衛生の動向 2020/2021 
2．野川道子編，看護実践に活かす中範囲理論，2016 



 

他科目との
関連 

履修前：生涯人間発達論、看護学原論、身体活動論、栄養と代謝、ストレスマネジメント 
と健康教育 
履修後：成人保健看護演習、成人保健看護実習 
本科目は保健師課程。看護師課程の読み重ね科目である 

成績評価 
の方法 

期末試験90％ 課題レポート10％ 

学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワー 
山本(303研究室)毎週火曜日、16:00～17:30    
赤嶺(311研究室)毎週水曜日、12:00～12:50 

学習指導上
の工夫 

視覚教材、グループ学習、発表等を導入し、主体的参加を促す 

授業改善の
特記事項 

成人保健看護実習への応用を念頭にグループ学習を導入 

備 考 
授業には、指定教科書、配付資料を持参する  
・本科目は、看護師課程「成人看護学」及び保健師課程「個人・家族・集団・組織の支援」
「疫学」の内容を含む。 

 



 
 

科 目 
コード 

34125 
授業 
科目 

成人保健看護Ⅱ 
（Adult Health NursingⅡ） 

担当 
教員 

○山本敬子 赤嶺伊都子 
   宮城裕子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
成人期にある人の健康障害を機能障害別に病態生理・治療を理解し、急性期から回復期、慢
性期、終末期に応じた看護をリハビリテーション、在宅ケア、災害時のケアを含めて学修す
る。対象者の権利を擁護し、自己管理に向けた支援と看護の役割を学修する。 

到達目標 

1．既習授業を想起し、各機能障害の病態生理、症状、治療について説明できる。 
2．機能障害、健康レベルに応じた対象の特徴について述べることができる。 
3. 機能障害、健康レベルに応じた対象の看護過程について述べることができる。 
4. 慢性疾患のある人・家族の看護に活用できる看護理論を説明できる。 
5．慢性疾患のある人・家族のセルフケア支援と看護の役割を説明できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1 回 
 

 
 

第 2 回 
 
 

第 3 回 
 
 

第 4 回 
 
 

第 5 回 
 
 

第 6 回 
 
 
 

第 7 回 
 

第 8 回 
 
 

第 9 回 
 
 
 
 

第 10 回 
 
 

第 11 回 
 
 

慢性疾患をもつ対象・家族の理解と看護 
 
 
 
成人期にある対象の問題解決過程の実際 
 
 
循環機能障害のある人・家族の看護① 
 
 
循環機能障害のある人・家族の看護② 
 
 
呼吸機能障害のある人・家族の看護① 
 
 
呼吸機能障害のある人・家族の看護② 
 
 
 
脳・神経機能障害のある人・家族の看護① 
 
脳・神経機能障害のある人・家族の看護② 
 
 
栄養摂取・消化機能障害のある人・家族の 
理解と看護① 
 
 
 
栄養摂取・消化機能障害のある人・家族の理
解と看護② 
 
腎機能障害のある人・家族の理解と看護 
 
 

事前:成人保健看護Ⅰ
資料、１:p54-58、  
p87- 89、p96-108 
事後:講義内容の復習 
事前：後日提示 
事後:講義内容の復習 
 
事前:p328-339、p130- 
138 事後:講義内容の
復習 
事前:1p271-280 を一
読,事後:講義内容の復
習、講義時に提示 
事前:１p.225-232, 
72-94 事後:講義内容
の復習、課題提示 
事前:前回の講義内容
を復習しておくこと。
1p.111-127 事後:講義
内容の復習 
事前:1p418-425,56-69 
事後:講義内容の復習 
事前:1p418-425,111- 
127 事後:講義内容の
復習 
事前：消化機系の構造
と機能、肝炎および肝
硬変の病態生理１
p289-295 事後：講義内
容の復習 
事前：１p296-306 
事後：講義内容の復習、
課題提示 
事前:1p357-367、140- 
150 事後:講義内容の
復習 

山 本 
 
 

赤 嶺 
 
 
 
〃 
 
 
〃 
 
 

宮 城 
 
 
〃 
 
 
 
〃 
 
〃 
 
 

赤 嶺 
 
 
 
 
〃 
 
 

宮 城 
 
 

講 義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
第 12回 

 
 
 
 

第 13 回 
 
 
 

第 14 回 
 

第 15 回 
 
 
 
 

第 16 回 

生活習慣病のある人・家族の理解と看護① 
 
 
 
 
生活習慣病をもつ対象の理解と看護 
 
 
 
生活習慣病のある人・家族の理解と看護② 
 
難病をもつ人・家族の理解と看護 
 
 
 
 
期末試験 
 

事前:動脈硬化の病態
生理、診断、治療の復
習、1p340-349 、p240- 
249 事後:講義内容の
復習 
事前:糖尿病の病態生
理、診断、治療の復習、
1p328-339、p130-38 
事後:講義内容の復習 
第 13回と同じ 
 
事前：筋萎縮性側索硬
化症の病態生理、診断、
治療の復習、１p51-53、 
p433-439 事後：講義内 
容の復習 

山 本 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
〃 
 
〃 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 

1．鈴木久美他編集(2019). 成人看護学 慢性期看護第 3版, 南江堂 
2．リンダ J.カルペニート＝モイエ(2018)．看護診断ハンドブック 第 11版．医学書院 
3．Sue Moorhead 他(2018). 看護成果分類(NOC) : 成果測定のための指標・測定尺度 
 第６版．エルゼビア・ジャパン 

参考文献 

1.  Howard K. Butcher 他 (2018). 看護介入分類(NIC). 第 7 版 エルゼビア・ジャパン 
2.  福本 陽平他（2020)．病気がみえる Vol.１消化器第 6版．メディックメディア 
3.  永井 利幸他（2017)．病気がみえる Vol.２循環器第 4版．メディックメディア 
4.  森野 勝太郎他(2019)．病気がみえる vol.3 糖尿病・代謝・内分泌第 5版．メディッ 

クメディア 
5.  巽浩一朗他 2018). 病気がみえる Vol.4 呼吸器第 3版. メディックメディア 
6.  尾上尚志他(2018).病気がみえる Vol.7 脳・神経第 2版. メディックメディア 
7.  池森敦子他(2019).病気がみえる Vol.8 腎・泌尿器第 3版. メディックメディア 
8.  三上れつ他(2017)．看護学テキスト NICE ヘルスアセスメント改訂第 2版、南江堂 
9.  小松浩子他(2019)．成人看護学総論 第 15 版．医学書院 

他科目との
関連 

履修前：生涯人間発達論、人体の構造と機能、人体の構造と機能演習Ⅰ、栄養と代謝、
ヘルスアセスメント、成人保健看護Ⅰ、ストレスマネジメントと健康教育、病態生理、
臨床薬理、疾病論Ⅰ、リハビリテーション論、生活療養援助技術Ⅰ、生活療養援助技術
Ⅱ 
履修後：成人保健看護演習、成人保健看護実習 

成績評価 
の方法 

期末試験80％ 課題レポート20％ 

学習相談・ 
助言体制 

オフィスアワー 
 山本(303研究室)毎週火曜日、14:30～15:30  
 赤嶺(311研究室)毎週水曜日、12:00～12:50   
 宮城(312研究室)毎週月曜日、12:00～13:00 

学習指導法 
の工夫 

視覚教材、事例、看護問題・課題の発生の関連図作成等を導入し、主体的参加を促す 

授業改善の
特記事項 

学生の意見を取り入れ、その都度、柔軟に対応するよう担当教員全員で周知した。 

備 考 授業には、テキスト、配付資料を持参する 

 



 

科 目 
コード 

34126 
授業 
科目 

成人保健看護演習 
（Adult Health Nursing Seminar） 

担当 
教員 

○赤嶺伊都子 大城真理子 
宮城裕子 未定 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

演 習 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  生活援助・療養援助実習  成人保健看護Ⅱ 

その他  なし 

授業概要 

健康障害をもつ成人期にある人の病態生理・治療を理解し、身体的、心理・社会的情報を
アセスメントし、看護実践に必要な問題解決の基礎的能力を習得する。健康障害をもつ成
人期にある人の身体的、心理社会的特徴を理解し、セルフケア支援に必要なコミュニケー
ション技術、指導技術を学修する。また、実習の対象の権利を守るために、最低限必要な
知識、技術および態度を養う。 

到達目標 

 1.模擬事例を通して、健康障害をもつ成人期にある対象の病態生理・治療を理解し、対象
の身体的、心理・社会的情報をアセスメントし、看護実践に必要な問題解決の基礎的能
力（看護過程の展開）を習得できる。 

 2.健康障害をもつ成人期にある対象の身体的、心理社会的特徴を理解し、社会復帰・在宅
ケア・セルフケア支援に必要なコミュニケーション技術・指導技術を習得できる。 

 3.対象の権利を守るために、最低限必要な知識、技術および態度を習得できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第1回 
 
 
 
 
 
 

第2回 
 
 
 
 
 
 
 
 

第3回 
 
 
 
 
 

第4・5回 
 
 
 
 

第6回 
 
 
 
 
 

第7回 
 

 演習オリエンテーション 
１.看護過程演習 
・看護過程演習オリエンテーション 
・グループワーク（事前課題を基にグループ内  
で討議し演習をします） 

 ①情報の整理 
 
 ②データベースアセスメント 
 ③情報の統合・全体像の把握 
 
 
 
 
 
 
 
 ④看護診断/共同問題の特定 

（焦点アセスメント１） 
 
 
 
 
⑤問題・課題発生のメカニズムを明らかにし、
関連図作成（焦点アセスメント 2） 

 
 
 
⑥看護診断/共同問題の明確化、看護診断/共同
問題の優先順位の決定、問題リスト作成 

 
 
 
 
⑦看護計画立案 
 

事前：模擬事例につ
いて調べ、情報を整
理（事前課題は成人
保健看護Ⅱ終了後に
配布）事後：看護過
程個人課題 情報の
整理 
事前：模擬事例のデ
ータベースアセスメ
ントを行う（事前課
題は成人保健看護Ⅱ
終了後に配布） 
事後：看護過程個人
課題 データベース
アセスメント、情報
の統合・全体像把握 
事前：前回配布した
講義資料の復習  
事後：看護過程個人
課題 看護診断/共
同問題の特定（焦点
アセスメント１） 
事前：前回配布した
講義資料の復習  
事後：看護過程個人
課題関連図作成（焦
点アセスメント 2） 
事前：前回配布した
講義資料の復習 
事後：看護過程個人
課題 護診断/共同
問題の優先順位の決
定、問題リスト作成 
事前：前回配布した
講義資料の復習 

赤 嶺 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
〃 
 
 
 
 
 
 
〃 

演 習 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

第8回 
 
 
 
 

第9・10回 
 
 
 
 

第11回 
 
 

第12回 
 

第13回 
 

第14・15回 

 
 
⑧看護計画立案、評価、まとめ 
 
 
 

 
2．臨床看護技術演習 
 1）呼吸ケアの看護技術 
   ・口腔・鼻腔吸引、酸素療法 
 
 
2）セルフケア支援に必要な指導技術  

ケーススタディ  
①指導媒体作成 
②セルフケア支援（食事療法、運動療法、服薬 
指導）ロールプレイ 

③自己血糖測定の指導 ロールプレイ 
 
3．看護技術個別チェック、個別指導 
 
 

 

事後：看護過程個人
課題 看護計画立案 
事前：前回配布した
講義資料の復習 
事後：看護過程個人
課題 看護計画立案 
 
事前：臨床看護技術
演習事前課題ノート
（10月 1週目に配
布）事後：演習レポ
ート 
 〃 
   
 
 〃 
 
 〃 
 
事前：看護技術、  
配布資料の復習 
事後：看護技術、  
配布資料の復習 

 
 
〃 
 
 
 
 

大 城・ 
未 定 

 
 
 

宮 城 
 
 
〃 
 
〃 
 

赤嶺  
大城 
宮城 
未定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 
1．リンダ J. カルペニート（2018）、看護診断ハンドブック 第 11 版 医学書院 
2．成人保健看護演習ノート（配布資料） 

参考文献 

・鈴木久美、籏持知恵子、佐藤直美編．（2019）成人看護学 慢性期看護 第 3版． 南江堂． 
・黒田裕子監訳（2018 )看護成果分類(NOC) 原著第 6版, エルゼビア・ジャパン 
・黒田裕子監訳（2018 )看護介入分類(NIC)原書第 7版, エルゼビア・ジャパン 
・三上れつ、小松万喜子（2017), ヘルスアセスメント 改定第 2版．南江堂 

他科目との
関連 

生涯人間発達論、疾病論Ⅰ、ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、
成人保健看護Ⅰ・Ⅱ 

成績評価 
の方法 

技術評価30％、レポート65％(技術演習25％、看護過程演習40％)、態度（演習への参加度） 
5％ 

学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワーは毎回の演習後、30分程度、教室あるいは科目責任者の研究室、各演習
担当者の研究室にて対応します。 

学習指導法
の工夫 

その他 
グループワーク、ディスカッション、ロールプレイを取り入れた演習を行います。模擬
事例を通して学びます。技術演習ではグループ毎で演習を行い、さらに個別の技術チェ
ックと個別指導を行います。 

授業改善の
特記事項 

演習ノート、演習内容を補足する資料を配付します。 

備 考 
・事前課題（看護過程、技術演習）を指定された期日までに提出すること。 
・演習後のレポートおよびグループ・個人課題を指定された期日までに提出すること。 
・自己学習を含め、主体的に演習に望むことが必要である。 

 



 

科 目 
コード 

34136 
授業 
科目 

成人保健看護実習 
(Adult Health Nursing Practicum) 

担当 
教員 

○赤嶺伊都子 大城真理子 
宮城裕子  未定 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

実 習 
選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目  成人保健看護演習 

その他 
各抗体検査(麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎)で陰性の者または予防接種が
完了していない者は、実習を履修することはできない。さらに 11 月以降の実習において
はインフルエンザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 
健康障害をもち医療機関で入院加療の必要な成人の身体的・心理社会的側面を理解し、社
会復帰または在宅ケアを視野に、対象者との相互作用を通して健康回復及びセルフケアへ
の看護が実践できる基礎的知識、技術及び倫理的態度を学修する。 

到達目標 

1. 成人期にある対象の発達段階の特徴を踏まえて、健康障害が対象に及ぼす影響につい
て、身体的、心理的・社会的側面から情報収集できる。 

2. 対象との相互作用を通して、専門的援助関係を築くことができる。 
3. 対象の健康障害の病態生理および対象に行われている治療について説明できる。 
4. 対象の発達段階の特徴を踏まえて、健康障害が対象に及ぼす影響について、身

体的、心理的・社会的側面からアセスメントできる。 
5. 対象の健康上の問題・課題を明らかにし、必要な看護援助を計画できる。 
6. 計画した看護援助を、対象の状況に合わせて実施し、評価できる。 
7. 在宅療養・社会復帰を視野に必要な看護援助を行うことができる。 
8. 対象の療養生活を支援するために保健医療福祉チームにおける看護の役割と

機能について説明できる。 
9. 対象者を取り巻く環境調整の必要性と、他職種との連携について説明できる。 
10.学生として倫理的態度および責任ある行動がとれる。 
11.主体的に学びを深め、自己の学習課題を明確にすることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

 
 
 

10日間 

1．実習内容 
医療機関で入院加療の必要な健康障害のある成人期の対象を受け持ち、対象の
身体的・心理社会的側面を理解し、社会復帰または在宅ケアを視野に、健康回
復およびセルフケアへの看護が実践できる基礎的知識、技術および倫理的態度
を学ぶ。 

2．実習方法 
 1）実習期間：2週間（月曜日～金曜日）、祝日除く 
 2）実習時間：8：00～16：00 
 3）実習施設：総合病院成人病棟 
 4）実習の進め方 
・実習開始までに学生は事前に提示された課題(備考参照)にとりくむ。 
・学生は、学内にて実習前のオリエンテーションを受ける。実習初日に病棟師長 

または指導者から病棟オリエンテーションを受ける。 
・学生は実習目標が達成できるよう、実習に取り組む。 
・成人期の健康障害をもつ患者を受け持ち、看護過程を展開する。 

① 健康障害の病態像と対象の日常生活に及ぼす影響、変化をアセスメント 
する。 

② 対象が健康障害をどのように捉えているのかをアセスメントする。 
③ 治療法に伴う生体反応を観察・測定し、対象の身体・心理・社会的側面か

らアセスメントし、看護上の問題を明らかにして、必要な看護援助につい
て計画する。 

④ 計画に基づいて、患者の安全、安楽に配慮して実施し、評価する。 
⑤ 対象の健康回復およびセルフケアに必要な支援を行う。 

・1週目の木曜日および金曜日に病棟指導者を交えて中間カンファレンスで事例 
検討会を行い、再アセスメント、看護計画の修正を行う。 

・病棟実習最終日は各病棟で実習指導者を交えて最終カンファレンスを行う。 
・学生は日々のカンファレンス、中間カンファレンス、最終カンファレンスを運 

営し、互いの実習内容を共有することで理解を深める。 
・学生は実践の振り返りを通して自己の学習課題を明確にする。 
・学生は所定の実習記録を完成させ、指定の期日までに提出する。 

 
赤 嶺 
大 城 
宮 城 
未 定 
他 



 

テキスト 
・成人保健看護実習の手引き 
・リンダ J. カルペニート（2018）看護診断ハンドブック 第 11 版 医学書院 

参考文献 

・鈴木久美、籏持知恵子、佐藤直美編．（2019）成人看護学 慢性期看護 第 3版．南江堂． 
・黒田裕子監訳（2018 )看護成果分類(NOC) 原著第 6版, エルゼビア・ジャパン 
・黒田裕子監訳（2018 )看護介入分類(NIC)原書第 7版, エルゼビア・ジャパン 
・三上れつ、小松万喜子（2017), ヘルスアセスメント 改定第 2版．南江堂 
・成人看護実習ガイドⅡ 第 2版､照林社 
・成人保健看護演習ノート 

他科目との
関連 

看護活動を実施できる基礎的知識、技術および倫理的態度を学習するために、疾病論Ⅰ、
ヘルスアセスメント、生活援助技術Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、生活援助・療養援助技術実習、成人保健看
護Ⅰ、成人保健看護Ⅱ、成人保健看護演習等の既習科目や実習の内容を統合している。 

成績評価 
の方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

学習相談・ 
学習体制 

実習では毎日のカンファレンスでグループごとに振り返りを行い、各自の学んだことにつ
いてグループ内で共有し、理解できなかった事項、疑問に感じた事項等をグループ全員で
考え、翌日の実習展開をスムーズに行うように指導、助言する。実習記録について指導、
助言する。 

学習指導法
の工夫 

少人数授業 

授業改善の
特記事項 

実習指導上の問題は、早期に現場の師長や指導者と話し合い、双方が協力体制を整えて取
り組む。 

備 考 

・実習に望むにあたり、成人期の発達段階の特徴、実習病棟に多い疾患の病態・治療、看
護について自己学習すること。また、基礎看護技術の知識、技術を学習しておくこと。 
・実習オリエンテーションで配布する資料や実習の手引きに記載されている内容を事前に
読み、わからないことは調べておくこと。 

 



 

科 目 
コード 

35125 
授業 
科目 

老年保健看護Ⅰ 
(Geriatric NursingⅠ) 

担当 
教員 

○田場由紀 

実務経験：あり 

開講年次 2年次 前期 単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
(保健師課程・看護師課程) 

 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 必 修 時間数 15時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
高齢者の健康（身体的・精神的・社会的）と生活、これらに影響を及ぼす社会システム及
び老年期における疫学的動向と対策を学修し、健康長寿（サクセスフルエイジング）を支
援するための看護の役割を学修する。 

到達目標 

1.高齢者の健康と地域文化を含めた生活について、身体的、心理的、社会的特徴を述べる
ことができる 

2.高齢者を個別的に捉える視点として、ストレングス、生活ニーズ、及び ICF モデルの説
明ができる 

3.高齢者の生活を取り巻く社会システムや環境が、高齢者の生活や健康に与える影響を述
べることができる 

4.QOL の概念について説明することができる 
5.サクセスフルエイジングを支援するための看護の役割について述べることができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者
名 授業形態 

第1回 

 

 

第2回 

 

 

 

第3回 

第4回 

 

第5回 

 

 

第6回 

 

 

 

 

第7回 

第8回 

1.老年保健看護を理解するための基盤（導入） 

 1)老年保健看護の重要な概念､理論､モデル 

 2)老年保健看護の歴史 

2.高齢者の見方と捉え方 

1)高齢者の個別性と多様性   

2)統一体としての捉え方 

3.高齢者の健康と生活 

1)高齢者疑似体験 

2)高齢者の健康と生活の捉え方 

3)高齢者のサクセスフルエイジングと生活 

4.高齢者の健康と生活に影響を及ぼす社会システム 

1)老年期における疫学的動向と社会保障の変遷 

2)高齢者の保健・医療・福祉・介護対策 

5.高齢者を取り巻く環境 

1)高齢者を取り巻く環境の捉え方 

2)生かし生かされる環境づくり 

6.サクセスフルエイジングを支援するための老年 

保健看護の役割 

1)QOLの概念とQOLを高めるための社会的な取り組み 

2)サクセスフルエイジングを支援するための老年
保健看護の役割 

 

P2-30 

P66-86 

 

P87-122 

P194-199 

 

別刷 

P14-36 

P132-137 

P31-56 

 

 

P330-356 

 

 

 

別資料 

P172-185 

*毎回課題レポー
トを出す 

田 場 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

〃 

 

講 義 

 

 

〃 

 

 

 

演 習 

講 義 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

〃 

テキスト 正木治恵，真田弘美編. (2020). 老年看護学概論，改訂第 3版．南江堂． 

参考文献 真田弘美，正木治恵編. (2020). 老年看護学技術，改訂第 3版．南江堂． 



 

他科目との
関連 

生涯人間発達論、心理学などの既習科目の内容を踏襲しつつ、高齢者看護の対象論、目的
論を具体的に示し、老年保健看護科目への導入とする。本科目は保健師課程・看護師課程
の読み重ね科目である。 

成績評価の
方法 

ミニテスト10％、課題レポート10％、試験80％ 

学習相談・ 
学習体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。レポートは次回の授業までに提出を 
求め、講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 
オフィスアワーは設けていません。面談はメールにて予約してください。 

学習指導法
の工夫 

多様なメディアの活用 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 
講義内容と関連する国試問題を毎回提示し、事後課題とする。 

備 考 

毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
ミニテストは復習形式とし、授業開始前に行う。 
・本科目は、看護師課程「老年看護学」及び保健師課程「個人・家族・集団・組織の支援」
「疫学」の内容を含む。 

 



 

科 目 
コード 

35126 
授業 
科目 

老年保健看護Ⅱ 
(Geriatric NursingⅡ) 

担当 
教員 

○山口初代 砂川ゆかり  
光来出由利子 田場由紀 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 前期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

講 義 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
高齢者の健康障害に対する基本的な知識を体系的に学修し、施設や在宅、災害時等、多様な場
で健康レベルに応じたケアを必要とする高齢者の尊厳を支える看護について学修する 

到達目標 

 1．高齢者の特徴的な疾患（老年症候群、認知症）について述べることができる 
 2．高齢者の健康障害によってもたらされる生活機能障害について述べることができる 
 3．高齢者ケアの考え方（尊厳、自己決定、QOL、エンパワメント）について述べることができる 
 4．多様な高齢者ケアの場におけるケアの特性を述べることができる 
 5．高齢者の尊厳を支える看護の役割と展望について述べることができる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習 
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

 
第1回 
第2回 
第3回 
第4回 
第5回 

 
 

第6回 
 
 

第7回 
第8回 

 
第9回 
第10回 
第11回 

 
第12回 
第13回 

 
第14回 
第15回 
第16回 

1．高齢者の健康障害とその特徴 
 1）老いと健康障害 
 2）高齢者の健康障害と生活機能障害 
 3）高齢者の慢性疾患とリスク 
4）高齢者のQOLと総合機能評価 
5）高齢者のニーズと地域包括ケアシステム 
 
2．高齢者の健康レベルとケアの場の特性 
 1）高齢者の健康生活とケアの場の特性 
 
 
 2）高齢者の診断・治療とケアの場の特性 
3）高齢者の療養生活とケアの場の特性 
3．高齢者のもつ社会資源を生かしたケア 
 1）社会資源としての高齢者を生かすケア 
2）介護する家族を生かすケア 

 3）家族以外のインフォーマルサポートを生かすケア 
4．高齢者の尊厳を支えるための看護 
1）基本的人権の尊重、権利擁護、倫理に基づくケア 
2）自己決定を支えるケア 
5．高齢者の尊厳を支える看護の役割と展望 
1）当事者主体の高齢者ケア 
2）看護の役割拡大と協働連携 
期末試験 

 
①P194-212 
②P326-350 
②P351-363 
②P199-207 
②P338-345 
③P208-222 
 
①P44-47, 
P338-340, 

 ②212-220 
①P214-236 
①P286-306 
 
①P330-356 
①P307-227 
①P260-269 
 
①P50-63 
①P286-291 
 
①P346-356 
③P166-177 
 
*毎回課題レポー
トを出す 

 
山 口 
砂 川 
〃 
〃 

山 口 
 
 

光来出 
 
 
〃 

砂 川 
 

光来出 
砂川 
山 口 

 
田 場 
砂 川 

 
山 口 
山 口 

講 義 

テキスト 

①正木治恵，真田弘美編. (2020). 老年看護学概論，改訂第3版．南江堂． 
②真田弘美，正木治恵編. (2020). 老年看護学技術，改訂第3版．南江堂． 
③大湾明美. (2021). 島に学ぶ地域ケア 高齢者の豊かな人生を創る発想の転換，初版， 
オフィス・コオリノ. 

参考文献 ・白澤正和，広井良典，西村淳（著・訳）．(1997）．ケアマネジャー実践ガイド．医学書院． 

他科目との
関連 

老年保健看護Ⅰで示す高齢者看護の対象論、目的論、方法論を前提とし、人体の構造と機能、   
疾病論Ⅰ・Ⅱ、人間関係論等の既習科目を統合し、高齢者看護の実際を学ぶ。 

成績評価の
方法 

ミニテスト10％、課題レポート10％、試験80％ 



 

 学習相談・
学習体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。レポートは次回の授業までに提出を求 
め、講義内容についての理解を広げ深める方法の体験を促す。 
オフィスアワーは設けていません。面談はメールにて予約してください。 

学習指導法
の工夫 

多様なメディアの活用 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 
講義内容と関連する国試問題を毎回提示し、事後課題とする。 

備 考 
毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 
ミニテストは復習形式とし、授業開始前に行う。 

 



 

科 目 
コード 

35127 
授業 
科目 

老年保健看護演習 
(Geriatric Nursing Seminar） 

担当 
教員 

○山口初代 砂川ゆかり 
 光来出由利子 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 1単位 科目 
分類 

専門関連科目 
授業 
形態 

演 習 
選択必修 必 修 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科
目 

生活援助・療養援助実習 老年保健看護Ⅱ 

その他 なし 

授業概要 
高齢者の健康障害に伴う生活機能のアセスメントとケアの技法を学修し、根拠に基づいた
看護実践上の問題解決能力を習得する。 

到達目標 

1.加齢や認知症に伴うコミュニケーション障害への支援方法を習得する 
2.客観的指標を用いた高齢者総合機能評価の技法を習得する 
3.高齢者の全体像（身体状況、心理状況、社会状況および環境）を把握し、生活ニーズを 

導くためのアセスメント技法を習得する 
4.高齢者とその家族への看護実践および看護研究から導かれたケア技法を学び、問題解決 

能力を習得する。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習  
(学習課題） 

担当者名 授業形態 

 
第1回 
第2回 

第3･4回 
 
 

第5～8回 
 
 
 

第9･10回 
第11回 

 
第12回 

第13･14回 
第15回 

 
1.援助関係を形成するプロセスと援助者の態度 
2.援助関係を形成するためのコミュニケーション技法 
3高齢者のアセスメント 
 1)生活機能のアセスメント 
 2)総合機能評価 
4.高齢者のストレングスを活かした計画立案の技法 
 1)ストレングスを活かした計画立案 
 2)ICFモデルを活用した計画立案 
5.認知症高齢者ケアの技法 
 1)中核症状に対するケア技法 
 2)周辺症状に対するケア技法 
 
6.家族ケアの技法 
7.協働連携のケア技法（シミュレーション演習） 
8.高齢者のケアマネジメント 
 1)生活ニーズとケアマネジメント 
 2)看護実践および看護研究から導かれたケア技法 
 

*事前に読むこと 

別刷 
〃 
 
①P194-207 
〃 
 
別刷 
〃 
 
②P357-374 
〃 
 
①P307-319 

 ③166-177 
 別刷 

 
山 口 

〃 
砂 川 

 
 

光来出 
 
 
 

砂 川 
〃 
 

山 口 
〃 
〃 
〃 

 
演 習 

テキスト 

①正木治恵，真田弘美編. (2020). 老年看護学概論，改訂第 2 版．南江堂． 
②真田弘美，正木治恵編. (2020). 老年看護学技術，改訂第 2 版．南江堂． 
③大湾明美. (2021). 島に学ぶ地域ケア 高齢者の豊かな人生を創る発想の転換，初版， 

オフィス・コオリノ. 

参考文献 ・白澤正和，広井良典，西村淳（著・訳）．(1997）．ケアマネジャー実践ガイド．医学書院． 

他科目との
関連 

ヘルスアセスメント、生活援助・療養援助技術などの広域・基盤看護科目の内容を老年保
健看護Ⅰ、老年保健看護Ⅱの既習科目と統合し、実際のケアに生かす方法を学ぶ。 

成績評価の
方法 

授業への参加状況10％、演習課題50％、課題レポート40% 

学習相談・
学習体制 

毎回の授業ごとに、関連のある課題レポートを課す。課題レポートの内容は患者体験を促
すものとし、尊厳を支える看護について多様な場面から検討する。 
オフィスアワーは設けていません。面談はメールにて予約してください。 



 

学習指導法
の工夫 

少人数授業 

授業改善の
特記事項 

講義内容を伝達するための講義資料を毎回作成、配布する。 

備 考 毎回テキストの該当ページを読んで授業に参加すること。 

 



科 目 
コード 

35135 
授業 
科目 

老年保健看護実習 
（Geriatric Nursing Practicum） 

担当 
教員 

○山口初代 砂川ゆかり 
光来出由利子 田場由紀 

実務経験：あり 

開講年次 3年次 後期 単位数 2単位 科目 
分類 

専門関連科目 
(保健師課程・看護師課程) 

授業 
形態 

実 習 
選択必修 必 修 時間数 90時間 

履
修
条
件 

前提科目 老年保健看護演習 

その他 
麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎、Ｂ型肝炎の各抗体検査で陰性の者または予防接種が完了し
ていない者は、実習を履修することはできない。さらに11月以降の実習においてはインフルエン
ザの予防接種を受けることも条件として追加される。 

授業概要 
認知症をもち、多様な場でケアを受けつつ治療や療養生活をしている高齢者の健康課題を、その家
族を含めて総合的に理解し、高齢者の尊厳を支えるための具体的な看護実践ができる能力と自己を
振り返り、課題を見いだす能力及び、関連職種間の連携・調整に必要な協働能力を学修する。 

到達目標 

1. 治療・療養の場および生活の場で認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、
必要な支援を行うことができる。 

2. ケアの場の特性を踏まえ、対象および家族の地域文化を含めた生活を理解し、医療ニーズ、生
活ニーズをアセスメントし、看護問題を導くことができる。 

3. 対象のストレングスと社会資源を活用し、協働連携による本人および家族への看護計画、実施、
評価ができる。 

4. 一連の看護実践をふり返り、自己の課題を見いだし、今後の学習課題を述べることができる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 指導教員 

10日間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1．実習内容 
 1)対象との関わりや生活史を踏まえ、対象の体験世界と現実世界のずれを理解する。 
 2)認知症に伴う症状やコミュニケーション上の課題を把握し、必要な支援を行う。 
 3)対象に提供されているケアに参加しながら、対象の自立度、健康状態、生活状況、 

生活機能障害を把握する。 
   4)対象の生活史、生活様式と対象の持つ地域文化を把握する。 
  5)過去に対象に関わってきた（または対象が関わりたいと思っている）インフォーマル・ 

サポート（家族・親族、友人・知人・隣人等）と活用可能なフォーマル・サービス 
（専門職者等）の実際を学び、社会システムと高齢者のつながりとの関係を理解する。 

  6)対象の生活の場（主に自宅）に関する物的環境、人的環境について、面接や家庭  
訪問、サービス調整会議、ケアカンファレンスなどを通して把握する。 

  7)対象のストレングスを踏まえた上で全体像（身体的状況、心理的状況、社会的状況） 
をアセスメントし、対象および家族の医療ニーズ、生活ニーズを導く。 

   8)対象のニーズと家族のニーズの共通と相異を把握する。 
   9)対象の認知機能に応じた自己決定の方法を見つける。 
   10)対象の尊厳を支えるための看護計画を立案し、看護計画検討会で提案する。 
   11)援助可能な計画を検討し、教員や実習指導者の下で計画に沿ったケアを実施する。 
  12)対象のアセスメント、計画、実施のプロセスを振り返り、実施したケアの評価を 

行う。 
  13)実施したケアの評価を踏まえ、対象の尊厳を支えるための今後のケアの方針を 

提案する。 
   14)生活機能障害を抱えながらの暮らしを支える協働連携について考察する。 
   15)対象者や家族、ケア提供者との関わりから、対象の生活機能障害を把握する。 
 16)生活の継続性を支える条件について考察する。 
  17)看護実践の一連のプロセスを通して自己の知識、技術、態度を振り返り、自己の 

看護実践の向上に必要な課題を見つける。 
   18)実習で学んだことを共有・統合し、今後の学習への課題を見いだす。 
 
2．実習方法 
 1）実習期間：2週間（土、日、祝祭日を除く） 
 2）実習時間：8時30分～16時30分（原則） 
3）実習施設：小規模多機能型居宅介護事業所、看護小規模多機能型居宅介護事業所、 

グループホーム、病院、介護療養型医療施設、など 
 4）実習の進め方 
 ①学生と対象のマッチングを行う。実習前（または実習初日）に対象予定者の情報と、

学生の既習した実習内容や担当したい対象の情報を踏まえた上でマッチングを行う。 

山 口 
砂 川 
光来出 
田 場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ②対象の状況に応じて、実習の場以外での展開も行う。自宅以外で対象が行き来して 
いる友人宅や地域のサロンや公民館、公共機関等への同行や、自宅がある地区の 
踏査を行い、活用可能な社会資源を見いだす。 

 ③実習指導者と教員を交えて事例検討を行い、援助の方針や計画について修正する。 
 ④計画・実施した中で対象のQOLを向上させるために今後も必要なケア〈学生が見い 

だしたケア、新たな社会資源の発掘等）について、関係者（家族、友人・知人、 
専門職者等）に引き継ぐ。 

 
 
 
 
 
 

テキスト 

①正木治恵，真田弘美編. (2020). 老年看護学概論，改訂第2版．南江堂． 
②真田弘美，正木治恵編. (2020). 老年看護学技術，改訂第2版．南江堂． 
③大湾明美. (2021). 島に学ぶ地域ケア 高齢者の豊かな人生を創る発想の転換，初版， 
オフィス・コオリノ. 

参考文献  ・白澤正和，広井良典，西村淳（著・訳）．(1997）．ケアマネジャー実践ガイド．医学書院． 

他科目との 
関連 

老年保健看護Ⅰ、老年保健看護Ⅱ、老年保健看護演習の既習科目を前提とし、広域・基盤看護科目
である精神保健看護や地域保健看護の既習科目を踏まえ、認知症をもつ高齢者の生活の場にあわせ
た課題解決の実際を学ぶ。本科目は保健師課程・看護師課程の読み重ね科目である。 

成績評価の 
方法 

実習の評価は、別途定める実習評価基準に準ずる。 

 学習相談・ 
学習体制 

実習中は毎日開始前と終了時にカンファレンスを実施し、学びの内容や互いの課題を共有し、教
員、学生とで解決に取り組む。 

学習指導法の
工夫 

少人数授業 

授業改善の 
特記事項 

実習中は実習の手引き、老年保健看護Ⅰ・Ⅱの講義資料を携帯し、理論と実践を行き来できるよ
うに促す。 

備 考 
本科目は、看護師課程「臨地実習」『老年看護学』及び保健師課程講習衛生看護学実習「個人・家
族・集団・組織の支援実習」「公衆衛生看護活動展開論実習」の内容を含む。 

 


